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第12回 ●年賀状メールには注意！
なにやってんだよ

！
池田健二（インプレスグループ・ラボ）

電子メールで年賀状を出したい
今年（1996年）の初め、一部でメールの到着が大きく遅

れるなどの支障が出たのは記憶に新しい。これは、爆発的な

インターネット人口の増加と、そのユーザーが送り出した大量

の年賀状メールが直接の原因といわれている。

年賀状メールを出さなければこうした問題はもちろん起こら

ないが、使えるものを使わないテはない。また、年に一度し

かないチャンスでもあり、やはり年賀状メールを出してみたい

のが人情だろう。

もちろん、こうした需要を見越して、回線やサーバーの増

強を図るのはプロバイダーの義務といえるが、数か月で倍にな

る現在の増加に過不足なく増強していくのは至難の技といえ

よう。

あと何年、何十年の後、ほとんどの人がインターネットを

使えるようになってしまえば、急激な需要増はなくなって需要

の予測も立てられる。たとえば、実社会の郵便局では年末年

始に多くのアルバイトを動員して、需要に問題なく応えられ

ている。

混雑時はなるべく避けよう
インターネットを産業としてみた場合、成長の緒についた

ばかりで、こうした年1回の騒ぎはまだまだ続くと予想される。

たとえれば帰省ラッシュで、年末年始の混雑は十分に予想さ

れる。混んでいるところ、混んでいる時間帯にわざわざ出かけ

ていくと、我々が予想もできないほど時間がかかることがあ

り、ひどい場合にはその日のうちに目的地までたどり着けない

場合があるかもしれない。

もし仕事の場合、あまりにメールが遅れるとそれなりの損害

となるため、確実とはいえそうもないこの時期はなるべく避け

たほうが賢明といえよう。君子危うきに近よらずだ。

メールが届かなくても笑って済ませよう
年賀状メールのほうも、1月1日の午前0時に発信し、瞬時

に相手に届いてほしいところだが、何千本ものメールが午前0

時に同時に送られた場合、受けるほうのメールサーバーはとて

も同時には処理できない。運がよければメールの到着が遅い

だけだが、あまりに大量にメールが来るとシステムがダウンす

ることもあるだろう。

プロバイダーとしてもメールを完全に保証したいところだが、

現在の技術水準ではディスクがクラッシュするとメールやログ

ファイルも失われるため、ハッキリいって完全には保証できる

はずもない。もちろん、私が管理しているインプレスのサーバ

ーでも同様だ。

成長途中のインターネットなのだから、完全を求めてもし

かたがない。年賀状メールがもし届かなくても、年末年始だ

けは笑って許してあげよう。

もし正月中に重要な商談のやり取りのメールを送る場合で

も、なるべく人がアクセスしていない時間帯を見計らって出し

たほうがいい。そもそも、正月くらい、タマには休めよ！

今年もあと1か月ほどで年末年始になる。

クリスマス、正月休み、帰省といくつかイベントがあるが

日本国内のインターネットでは年賀状メールの季節だ。

ネットワーク管理者・池田の

年賀状メールは便利だが、届かなくても怒らないように
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